





























 パフォーマンスゲームの背景となる理論や潮流は多様であるが（Goffman 1959 など）、






































































































前進することが必要なの。(Salit 2016、 p.126)」 
 
 サリットは、成長のために自分の快適な領域から出て、今の自分を超えてパフォーマン




























































＜最初の状況設定として：A と B は森の中にいます＞ 
A さん：今日は暑いね。 
B さん：本当に暑いね。歩くのは大変だからバスに乗ろうか。（提案） 




B さん： じゃ、川のほうですずもうか。（提案） 
A さん：そうだね。なんだか、竿を借りることができるようだね。（アイデアの追加） 
 

































































えるようになったかというのは、授業でやったインプロや mini play とすごく関係してい
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